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2011年度後期金曜 1限（C33） 

「比較文化論」 

担当教員：東賢太朗 

 

第 9回 ボラカイ̶ビーチリゾートの裏と表① 

 

イントロダクション 

旅と観光、労働と余暇、遊びと幸せ 

 

フィリピン・ボラカイ島 

・フィリピン・西ビサヤ地方、パナイ島の北側 

・マニラから、飛行機で 1時間＋船で 10分 

・全長 4kmのホワイトビーチ、世界的に有名な観光リゾート 

・人口 12000人（2000年国勢調査）、年間観光客約 60万人、外国人観光客約 20万人 

 

生活環境主義とは？ 

・生活環境主義［古川・松田 2003］̶「生態系や地球環境を見通した環境保全ではなく、

居住者の生活システム保全を第一として環境問題に対処する立場」 

⇒ときにローカルな環境保全、ときに環境を破壊する積極的な介入という選択 

疑問①：「生活システム保全」のあいまいさ 

疑問②居住者とはだれなのか？ 
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ボラカイ島の環境の喪失 

・「常に失われ続けている」という喪失への嘆きの理由 

①大規模観光開発以前のボラカイへのノスタルジア 

②観光資源としての自然環境の喪失̶持続可能な観光開発への望み 

③観光開発の環境汚染による生活侵害 

＊①と②はゲストとホスト双方が当事者、③のみ在住者や長期滞在者が当事者 

 

リアクションペーパー 

（a）講義内容 

（b）質問・コメント 

（c）クイズ：行ったことのある／行ってみたい観光地 
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